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第4回町立保育所等整備検討委員会の振り返り
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小布施町としての建て替えに向けた方針案（令和７年２月28日現在）

方針案の上位条件

• 新園舎の定員は150名から170名。

• 町営の園は、3園から2園とする。

• 民間企業の活力を検討していく。
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小布施町としての建て替えに向けた方針案（令和７年２月28日現在）

方針案

• ①つすみ保育園への現地建て替え案

• ②わかば保育園への現地建て替え案

• ③別敷地への建て替え案

• ④その他（別の建て替え方法など）
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統合・集約化した場合の保育士・保育補助の人数の検証
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シミュレーション内容

・小布施町の令和10年度支給認定数は375人（第３期子ども・子育て支援事
業計画策定のためのニーズ調査より）であり、企業主導型保育施設の地域
枠利用人数を差し引いた量を町が整備する特定教育・保育施設で確保する
必要がある。

・375人から企業主導型保育施設の地域枠数21人を差し引いた354人（360
人とする）。

・確保する特定教育・保育施設３園として定員設定。

・360人から栗ガ丘幼稚園人数150人を引いた210人を確保すべき園児とし
て、保育士の割り振りを検討した。

・病児病後児保育・誰でも通園制度については考慮していない。
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現在の小布施町の保育士・保育補助の人数

園長先生を除いた町の保育士・保育補助の人数
【参考】統合集約化した場合の園舎
の保育士・保育補助の人数

わかば

15人

つすみ

14人

栗ガ丘

16人

ｴﾝｾﾞﾙ

4人

役場

1人

産育休

3人

小布施町の保育士・保育補助５３人の内訳 令和６年度

栗ガ丘

16人

ｴﾝｾﾞﾙ

4人

役場

1人

産育休

3人

正規職員

17人

ﾌﾙﾀｲﾑ4人

7.5時間勤務7人

4時間勤務1人

わかば

つすみ

29人

合計53人
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定員170人規模の場合

新町立保育所 170人規模 【参考】N市A保育園（公立）
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定員150人規模の場合

新町立保育所 150人規模 【参考】N市B保育園（公立）
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定員120人規模の場合

新町立保育所 120人規模 現、つすみ保育園
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保育園の統合・集約化によっての保育士の定員についての考察

• 現在の保育士数から考えると、保育士の退職を促す事態にはな
りにくいと考察する。

• 副園長やフリーの保育士、加配の保育士の配置が可能となり、
園児の保育についてより手厚い体制が確保できる。そのため、
保育士の職場環境の改善にもつながり保育の質の向上が図れる。

• 保育士が不足している現状から、保育士の定員が充足する。
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民間認可保育所の運営費等の検証
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民間認可保育所の運営費等について
★民間認可保育所の運営費等について

①お金の流れ

年度

年齢

認定 1号 2号

施設種別 特定教育・保育施設 企業主導型保育施設 特定教育・保育施設 企業主導型保育施設

量の見込み 21 235 375 保育のみのニーズは354人

確保方策 50 270 82 15 18 6 441

※黄色セルが計画上、町として確保する量（420人）。これは現在の町立３園の合計定員と同数。

年度

年齢

認定 1号 2号

施設種別 特定教育・保育施設 企業主導型保育施設 特定教育・保育施設 企業主導型保育施設

量の見込み 21 225 364

確保方策 50 270 82 15 18 6 441

※黄色セルが計画上、町として確保する量（420人）。これは現在の町立３園の合計定員と同数。

③委託費について

パターン①
新町立保育園を170人とした場合、民間保育所40人で算出

※民間保育所で確保する量　＝　令和10年度の量の見込み　-　認定こども園栗ガ丘幼稚園の定員　-　新つすみ保育園の定員

定員構成

新つすみ保育園（再計算した）
私立保育
所

2号　5歳児 40 2号　5歳児 15

　　　4歳児 40 　　　4歳児 15

　　　3歳児 34 　　　3歳児 15

3号　2歳児 24 3号　2歳児 10

　　　1歳児 20 　　　1歳児 10

　　　0歳児 12 　　　0歳児 6

合計 170 合計 71

→わかったこと：未満児の受け入れ数、進級や兄弟姉妹通園を考慮すると私立保育所の定員40人ではニーズを充足できない

乳児 1、2歳児 3歳児 4歳以上児

基本分単価（標準認定） 196,520 119,330 56,730 49,020

人数内訳 6 20 15 30

月額合計 1,179,120 2,386,600 850,950 1,470,600

年間支出額 14,149,440 28,639,200 10,211,400 17,647,200

合計

→合計額のうち交付金にて　国1/2　県1/4　町1/4負担 国 35,323,620

県 17,661,810

町 17,661,810

パターン②

新町立保育園を150人とした場合、民間保育所60人で算出

※民間保育所で確保する量　＝　令和10年度の量の見込み　-　認定こども園栗ガ丘幼稚園の定員　-　新つすみ保育園の定員

定員構成

新つすみ保育園
私立保育
所

2号　5歳児 36 2号　5歳児 15

　　　4歳児 35 　　　4歳児 15

　　　3歳児 30 　　　3歳児 15

3号　2歳児 24 3号　2歳児 12

　　　1歳児 16 　　　1歳児 12 参考

　　　0歳児 9 　　　0歳児 9 ○保育士の必要数

合計 150 合計 78 0歳 3人に1人

1、2歳 6人に1人

→わかったこと：未満児の受け入れ数、進級や兄弟姉妹通園を考慮すると私立保育所の定員60人ではニーズを充足できない 3歳 15人に1人（最低2名必要）

4歳以上 25人に1人

乳児 1、2歳児 3歳児 4歳以上児

基本分単価（標準認定） 196,520 119,330 56,730 49,020

人数内訳 9 24 15 30

月額合計 1,768,680 2,863,920 850,950 1,470,600

年間支出額 21,224,160 34,367,040 10,211,400 17,647,200

合計

→合計額のうち交付金にて　国1/2　県1/4　町1/4負担 国 41,724,900

県 20,862,450

町 20,862,450

パターン③

新町立保育園を120人とした場合、民間保育所90人で算出

※民間保育所で確保する量　＝　令和10年度の量の見込み　-　認定こども園栗ガ丘幼稚園の定員　-　新つすみ保育園の定員

定員構成

新つすみ保育園
私立保育
所

2号　5歳児 27 2号　5歳児 20

　　　4歳児 27 　　　4歳児 20

　　　3歳児 27 　　　3歳児 20

3号　2歳児 18 3号　2歳児 18

　　　1歳児 12 　　　1歳児 16

　　　0歳児 9 　　　0歳児 9

合計 120 合計 103

→わかったこと：未満児の受け入れ数、進級や兄弟姉妹通園を考慮すると私立保育所の定員90人ではニーズを充足できない

乳児 1、2歳児 3歳児 4歳以上児

基本分単価（標準認定） 185,020 107,830 45,230 37,520

人数内訳 9 34 20 40

月額合計 1,665,180 3,666,220 904,600 1,500,800

年間支出額 19,982,160 43,994,640 10,855,200 18,009,600

合計

→合計額のうち交付金にて　国1/2　県1/4　町1/4負担 国 46,420,800

県 23,210,400

町 23,210,400

24

【条件】
・町立保育園（1園）と認定こども園（1園）、民間認可保育所（1園）、企業主導型保育施設（1園）で量を確保する
・確保量の基準は子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査から算出した令和10年度量の保育の見込み数とする
→新町立保育園の定員を170人、150人、120人と定めた場合の民間保育所（1園）の定員と委託費の算出

3-5歳

24

合計

令和11年度

合計
3-5歳 1-2歳 0歳

3号

1-2歳 0歳

令和10年度

3号

②子ども子育て支援事業計画

70,647,240

83,449,800

92,841,600

95

94

利用者 保育所

市町

保育の必要性の認定

申込・保育料の

支払い

保育の提供

委託費（国の定めた公定

価格による）の支払い

※私立保育所の委託費は、算定するうえで現在確定

値として使用できる数値が「子ども・子育て支援事業計

画」の量の見込みと「認定こども園栗ガ丘幼稚園」の

定員のみであり、新つすみ保育園の定員は土地面積

によってクラス数や定員が変動することが大いにある

ため、あくまでも新つすみ保育園の年齢別園児数をこ

のとおりとした場合のみ参考にできることをご留意くだ

さい。

※今回使用した公定価格の算出項目は令和６年度12

月改正「基本分単価（最低金額）」のみであり、民間保

育所の設備や保育士等の配置、処遇改善による加算

は算出していません。また、公定価格は1年ごと見直さ

れ年々増額傾向です。

※1号認定の量の見込み及び確保量は計画どおりとし

ています。

使用した数値メモ

・認定こども園栗ガ丘幼稚園の受け入れ人数

2号認定（3-5歳）94人

3号認定（1-2歳）16人

0歳児の受け入れはないため0人

・みらいく小布施の受け入れ人数

1-2歳児15人

0歳児6人

まとめ

・新つすみ保育園の定員を170人とした場合、民間保

育所の定員は71人程度となるが、町内全体の保育

ニーズ354人に対し、372人となる。

・新つすみ保育園の定員を150人とした場合、民間保

育所の定員は78人となり、ニーズ354人に対し確保量

359人となる。

・新つすみ保育園の定員を120人とした場合、民間保

育所の定員は103人となり、ニーズ354に対し、確保量

354人となる。

委託費（国の

定めた公定価

格による）の請
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民間認可保育所の運営費等について

まとめ（運営費等について）

・現在、町立保育所について１園に対して年間約１億

円費用がかかっている。（令和５年度の歳出予算から

の内訳、人件費が約８割。運営にかかる経常経費が約

２割。大規模工事費は除く）

・民間認可保育所の運営にしたときには費用の軽減が

図れるとは言い切れない。

（基本分単価については加算によって項目が増えるた

め、運営事業所によって変わります。）

まとめ（民間の定員について）
・新町立保育園の定員を170人とした場合、民間保育所の定員は71
人程度となるが、町内全体の保育ニーズ354人に対し、372人とな
る。
→20人の余裕が出来て、誰でも通園制度や病児病後児保育の受け入
れにも対応できる。

・新町立保育園の定員を150人とした場合、民間保育所の定員は78
人となり、ニーズ354人に対し確保量359人となる。
→数人の余裕ができる。

・新町立保育園の定員を120人とした場合、民間保育所の定員は
103人となり、ニーズ354に対し、確保量354人となる。

※未満児が進級していく過程を考えると、定員につい
ては単純計算で割り出せない。以上児の定員について
も慎重に計算していく必要がある。
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宮本忠長建築設計事務所より説明

• スクリーンにて説明させて頂きます。

（一部の資料につきまして、書面でのご用意はございません）
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長期的なスケジュール案（令和10年4月開園を想定）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

令和10年度

R10

令和９年度

R7

令和６年度 令和７年度

R8

令和８年度

R9

R7 R8 R9

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

R10

令和10年度

建替え方針 決定 建物形状・仕様 決定 金額調整・発注準備

基本構想 基本計画 基本設計 実施設計

積算

確認申請

園舎新築工事

開園

既存園舎解体・外構

引越し

●各種検査

●済証

発注

事前協議：開発行為・用途地域変更 （開発行為申請）

施設要件・建物規模 決定 図面作成 工事

パブコメ・住民説明会 ワークショップ
金額調整

● ●● ●

開園後は解体・外構工事が発生

●契約

●●●●

検討委員会

・つすみ敷地：開発行為の有無は県協議による

・わかば敷地：道付替え又は廃止に関わる協議
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今後の予定について

• 令和７年度４月24日 第６回町立整備検討委員会（予定）

• 令和７年度５月未定 第７回町立整備検討委員会最終（予定）
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